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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のカム部を有する第１の筒部材と、
　第２のカム部を有して前記第１の筒部材に同軸に配置されるとともに、該第１の筒部材
に対して軸方向に相対移動可能に支持される第２の筒部材と、を備え、
　該第２の筒部材の前記第１の筒部材に対する軸方向の接近離間移動により、前記第１の
カム部と前記第２のカム部とが接続される状態と、前記第１のカム部と前記第２のカム部
との接続が解除される状態とに遷移する、
　ことを特徴とするカム筒。
【請求項２】
　前記第１のカム部及び前記第２のカム部はそれぞれ２つのカムを有し、
　前記第２の筒部材が前記第１の筒部材に対して軸方向に接近移動したときに、前記第１
のカム部の一方のカムと前記第２のカム部の一方のカムとが接続されるとともに、前記第
１のカム部の他方のカムと前記第２のカム部の他方のカムとの接続が解除され、
　前記第２の筒部材が前記第１の筒部材に対して軸方向に離間移動したときに、前記第１
のカム部の他方のカムと前記第２のカム部の他方のカムとが接続されるとともに、前記第
１のカム部の一方のカムと前記第２のカム部の一方のカムとの接続が解除される、
　ことを特徴とする請求項１に記載のカム筒。
【請求項３】
　カム筒を備えたレンズ鏡筒であって、
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　前記カム筒は、第１のカム部を有する第１の筒部材と、
　第２のカム部を有して前記第１の筒部材に同軸に配置されるとともに、該第１の筒部材
に対して軸方向に相対移動可能に支持される第２の筒部材と、を備え、
　該第２の筒部材の前記第１の筒部材に対する軸方向の接近離間移動により、前記第１の
カム部と前記第２のカム部とが接続される状態と、前記第１のカム部と前記第２のカム部
との接続が解除される状態とに遷移する、
　ことを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項４】
　前記第１のカム部及び前記第２のカム部はそれぞれ２つのカムを有し、
　前記第２の筒部材が前記第１の筒部材に対して軸方向に接近移動したときに、前記第１
のカム部の一方のカムと前記第２のカム部の一方のカムとが接続されるとともに、前記第
１のカム部の他方のカムと前記第２のカム部の他方のカムとの接続が解除され、
　前記第２の筒部材が前記第１の筒部材に対して軸方向に離間移動したときに、前記第１
のカム部の他方のカムと前記第２のカム部の他方のカムとが接続されるとともに、前記第
１のカム部の一方のカムと前記第２のカム部の一方のカムとの接続が解除される、
　ことを特徴とする請求項３に記載のレンズ鏡筒。
【請求項５】
　前記第２の筒部材に設けられた伸縮カムと、
　前記第１の筒部材の軸方向に該第１の筒部材と一体に移動するとともに、前記第１の筒
部材を相対回転可能に支持し、且つ前記伸縮カムに係合する係合部を有する第３の筒部材
と、を備え、
　該第３の筒部材に対して前記第２の筒部材が相対回転することにより、前記係合部が前
記伸縮カムに沿って案内されて、該第２の筒部材が前記第１の筒部材に対して軸方向に相
対移動する、
　ことを特徴とする請求項３又は４に記載のレンズ鏡筒。
【請求項６】
　前記第１の筒部材と前記第２の筒部材とを互いに軸方向に離間する方向に付勢する付勢
手段を備え、
　前記第３の筒部材は、前記第１の筒部材に掛止して前記付勢力を受け止める掛止部を有
する、
　ことを特徴とする請求項５に記載のレンズ鏡筒。
【請求項７】
　前記第１の筒部材と前記第２の筒部材とは、内径寸法及び外径寸法がそれぞれ同一であ
る、
　ことを特徴とする請求項３～６のいずれか一項に記載のレンズ鏡筒。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、カメラの沈胴鏡筒の構造に用いられるカム筒およびレンズ鏡筒に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　撮影する像を変倍するための複数のレンズ群を有するズームレンズを備えたカメラにお
いて、撮影時に所定の位置に配置された各レンズ群をカムにより連続的に変位させること
で、焦点距離を連続的に変化させるレンズ鏡筒が知られている。このようなレンズ鏡筒で
は、内面または外面にカムを備えた筒状のカム環を各レンズ群に対して相対回転させるこ
とで撮影する像の変倍を行っている。
【０００３】
　また、撮影時にはズーム機構により所望の焦点距離のレンズとして使用するが、収納時
のような撮影しない時には、カム環に設けられたカムにより、各レンズ群の間隔を狭め、
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鏡筒をコンパクトにする、いわゆる沈胴鏡筒がある。
【０００４】
　沈胴鏡筒としては、例えば、第１の回転筒と第２の回転筒とが互いに相対回転すること
により、あたかも一つのカム環が伸縮するようにした技術が開示されている（例えば、特
許文献１参照）。
【０００５】
　また、他の沈胴鏡筒として、カム環の成形性を容易にするために、カム環を円周方向に
複数に分割した技術が開示されている（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平１１－２１１９６５号公報
【特許文献２】特開２００１－４２１９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、一般に大きく変倍するレンズほど、ズーム時の各レンズ群の変位量も大きく
なり、カム環に設けるカムの変位量も大きくなる。
【０００７】
　しかし、上記特許文献１および２においては、いずれもカム環に設けるカムの変位量も
大きくすると、カム環の長さが長くなって鏡筒の沈胴時の長さが長くなり、コンパクト性
を損ねるという問題がある。
【０００８】
　そこで、本発明は、沈胴長の短いコンパクトなレンズ鏡筒を実現することができるカム
筒および該カム筒を備えたレンズ鏡筒を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載のカム筒は、第１のカム部を有する第１の
筒部材と、第２のカム部を有して前記第１の筒部材に同軸に配置されるとともに、該第１
の筒部材に対して軸方向に相対移動可能に支持される第２の筒部材と、を備え、該第２の
筒部材の前記第１の筒部材に対する軸方向の接近離間移動により、前記第１のカム部と前
記第２のカム部とが接続される状態と、前記第１のカム部と前記第２のカム部との接続が
解除される状態とに遷移する、ことを特徴とする。
【００１０】
　請求項３に記載のレンズ鏡筒は、カム筒を備えたレンズ鏡筒であって、前記カム筒は、
第１のカム部を有する第１の筒部材と、第２のカム部を有して前記第１の筒部材に同軸に
配置されるとともに、該第１の筒部材に対して軸方向に相対移動可能に支持される第２の
筒部材と、を備え、該第２の筒部材の前記第１の筒部材に対する軸方向の接近離間移動に
より、前記第１のカム部と前記第２のカム部とが接続される状態と、前記第１のカム部と
前記第２のカム部との接続が解除される状態とに遷移する、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、第２の筒部材と第１の筒部材とが軸方向に接近離間移動することによ
り、第１の筒部材の第１のカム部と第２の筒部材の第２のカム部とが接続状態と接続解除
状態とに遷移する。このため、通常の一部品からなるカム筒に比べて、変位量の大きいカ
ムを形成することができ、これにより、沈胴長の短いコンパクトなレンズ鏡筒を実現する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態の一例を図を参照して説明する。図１は本発明の実施の形態
の一例であるレンズ鏡筒を説明するための分解斜視図である。
【００１３】
　本発明の実施の形態の一例であるレンズ鏡筒は、図１に示すように、第１のカム環３、
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第２のカム環４、カバー１１、直進筒１２、光学系第１群を保持する１群ホルダ１、光学
系第２群を保持する２群ホルダ２、不図示の光学系第３群、および固定筒２０を備える。
そして、光学系第１群と光学系第２群との位置を変化させることにより、焦点距離を調整
するズームレンズとして機能する。
【００１４】
　第１のカム環（第１の筒部材）３は、円筒状をなしており、その外周部には、図１に示
すように、径方向外方に突出する円錐台形状のカムフォロワー９および円柱形状の駆動ピ
ン１０がそれぞれ円周方向に略等間隔で複数箇所（図では３箇所）植設されている。また
、第１のカム環３の軸方向端面には、該端面から軸方向内方に向けて切り欠かれたガイド
凹部５が円周方向に略等間隔で複数箇所（図では３箇所）設けられている。
【００１５】
　第２のカム環（第２の筒部材）４は、内径寸法および外径寸法が第１のカム環３と同一
の円筒状をなして、該第１のカム環３と同心に配置されている。ここで、第２のカム環４
と第１のカム環３とによって本発明のカム筒を構成している。
【００１６】
　第２のカム環４の内周面には、一定幅の溝からなる伸縮カム１３が形成されている。ま
た、第１のカム環３に対して軸方向に対向する第２のカム環４の端部には、軸方向に突出
するガイド凸部６が第１のカム環３のガイド凹部５に対応して円周方向に略等間隔で３箇
所設けられている。
【００１７】
　ガイド凸部６は、第１のカム環３と第２のカム環４とを同心配置した状態でガイド凹部
５に軸方向にスライド可能に挿入されている。これにより、第１のカム環３に対して第２
のカム環４が軸方向に相対移動可能とされるとともに、第１のカム環３と第２のカム環４
とが一体回転可能とされている。なお、第１のカム環３にガイド凸部６を設け、第２のカ
ム環４にガイド凹部５を設けるようにしてもよい。
【００１８】
　また、第１のカム環３の第２のカム環４側を向く端面には、有底孔７が円周方向に略等
間隔で複数箇所（図では３箇所）形成されており、この有底孔７には圧縮コイルばね（付
勢手段）８の基端が軸方向に挿入される。
【００１９】
　そして、圧縮コイルばね８の基端で有底孔７の底壁を押圧し、圧縮コイルばね８の先端
で第２のカム環４の第１のカム環３側を向く端面を押圧することにより、第１のカム環３
と第２のカム環４とが互いに軸方向に離間する方向に付勢される。なお、圧縮コイルばね
８を用いることで、１群ホルダ１に加わった外力を圧縮コイルばね８により受け止めてレ
ンズ鏡筒の破損を防止する副次的な効果もある。
【００２０】
　カバー１１は、薄肉円筒形状をなして第１のカム環３および第２のカム環４に外嵌され
る。また、カバー１１には、第１のカム環３のカムフォロワー９および駆動ピン１０に対
応する切欠き１１ａおよび１１ｂが形成されている。第１のカム環３に、まず、カバー１
１を被せ、その後、切欠き１１ａおよび切欠き１１ｂの部位からカムフォロワー９および
駆動ピン１０を第１のカム環３に植設することにより、カバー１１が第１のカム環３と一
体となる。
【００２１】
　直進筒（第３の筒部材）１２は、第１のカム環３および第２のカム環４の内周部に係合
する。直進筒１２の軸方向端部には、第１のカム環３の有底孔５から離間する側の端部に
掛止して圧縮コイルばね８の付勢力を受け止めるフランジ（掛止部）３１が形成されてい
る。フランジ３１の外周部には、径方向外方に突出する直進キー２３が円周方向に複数箇
所（図では３箇所）形成されている。
【００２２】
　直進筒１２のフランジ３１の反対側の端部には、第２のカム環４に形成された伸縮カム
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１３にカム係合する円柱形状の伸縮カムフォロワー１４が径方向外方に突設されている。
また、直進筒１２のフランジ３１の反対側の端部には、フランジ３１側に向けて軸方向に
沿って一定幅で切り欠かれた１群直進溝１６が円周方向に略等間隔で複数箇所（図では３
箇所）形成されている。直進筒１２の１群直進溝１６に円周方向に隣接する部位には、軸
方向に延びる長孔状の２群直進溝１９が円周方向に略等間隔で複数箇所（図では３箇所）
形成されている。
【００２３】
　１群ホルダ１には、軸方向の端部に直進筒１２の１群直進溝１６に係合する１群キー１
５が該１群直進溝１６に対応して円周方向に略等間隔で３箇所形成されている。１群キー
１５には径方向外方に突出する円錐台形状の１群フォロワー１７が植設されており、該１
群フォロワー１７は第１のカム環３および第２のカム環４の内周面に形成されたカム２５
，２６（図２参照）にカム係合する。
【００２４】
　２群ホルダ２には、径方向外方に突出する２群フォロワー１８が円周方向に略等間隔で
複数箇所（図では３箇所）形成されている。２群フォロワー１８は、基端に円柱部、先端
に円錐台形部を有しており、円柱部が直進筒１２の２群直進溝１９に係合し、円錐台形部
が第１のカム環３および第２のカム環４の内周面に形成されたカム２７，２８（図３参照
）にカム係合する。
【００２５】
　固定筒２０の内周面には、第１のカム環３のカムフォロワー９がカム係合する固定筒カ
ム２１が形成されている。固定筒カム２１は一定幅の溝からなり、カムフォロワー９に対
応して円周上に３箇所等分に配置されている。また、固定筒２０には固定筒カム２１と同
じ軌跡を有する駆動ピンカム２２が形成されており、駆動ピンカム２２には第１のカム環
３の駆動ピン１０が貫通して係合するようになっている。駆動ピンカム２２は一定幅の孔
からなり、駆動ピン１０に対応して円周上に３箇所等分に配置されている。更に、固定筒
２０の内周面には、直進筒１２の直進キー２３が係合する直進溝２４が軸方向に沿って形
成されている。直進溝２４は一定幅の溝からなり、直進キー２３に対応して円周方向に略
等間隔で３箇所形成されている。
【００２６】
　次に、上記構成のレンズ鏡筒の動作について説明する。
【００２７】
　まず、駆動ピン１０に不図示の駆動環から回転力が伝達されることによって、第１のカ
ム環３が回転する。このとき、第１のカム環３のカムフォロワー９が固定筒２０の固定筒
カム２１にカム係合しているので、第１のカム環３は回転しつつ、固定筒カム２１の軌跡
に沿ってレンズ鏡筒の軸方向へ変位する。また、第２のカム環４は、ガイド凸部６が第１
のカム環３のガイド凹部５に係合しているので、第１のカム環３と一体に回転する。
【００２８】
　ここで、直進筒１２は伸縮カムフォロワー１４が伸縮カム１３にカム係合しているので
、第２のカム環４とともにレンズ鏡筒の軸方向へ変位するが、直進キー２３が固定筒２０
の直進溝２４に係合しているので、回転は規制される。つまり、第２のカム環４と直進筒
１２とは相対的に回転するので、伸縮カムフォロワー１４と伸縮カム１３とが係合する位
置は、第２のカム環４の回転に応じて変化することになる。また、圧縮コイルばね８によ
って第２のカム環４は第１のカム環３に対して軸方向に離間する方向へ付勢されているの
で、第２のカム環４は伸縮カム１３の軌跡に応じて第１のカム環３に対して軸方向に接近
離間移動することができる。
【００２９】
　次に、図２を参照して、第１のカム環３の内周面に形成されたカム（第１のカム部）２
５，２７および第２のカム環４の内周面に形成されたカム（第２のカム部）２６，２８に
ついて説明する。
【００３０】
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　図２は、第２のカム環４の伸縮カム１３と直進筒１２の伸縮カムフォロワー１４との作
用により、第１のカム環３に対して第２のカム環４が軸方向に接近移動して互いに当接し
た状態を示す断面図である。
【００３１】
　図２に示すように、第１のカム環３の内周面には１群ホルダ１の１群フォロワー１７が
カム係合する第１の１群カム２５が形成され、第２のカム環４の内周面には１群ホルダ１
の１群フォロワー１７がカム係合する第２の１群カム２６が形成されている。第１の１群
カム２５および第２の１群カム２６は、それぞれ１群フォロワー１７に対応して円周上３
箇所等分に配置されている。
【００３２】
　また、第１のカム環３の内周面には２群ホルダ２の２群フォロワー１８がカム係合する
第１の２群カム１７が形成され、第２のカム環４の内周面には２群ホルダ２の２群フォロ
ワー１８がカム係合する第２の２群カム２８が形成されている。第１の２群カム２７およ
び第２の２群カム２８は、それぞれ２群カムフォロワー１８に対応して円周上３箇所等分
に配置されている。
【００３３】
　そして、図２に示すように、第１のカム環３に対して第２のカム環４が軸方向に接近移
動して互いに当接した状態では、第１のカム環３の第１の１群カム２５と第２のカム環４
の第２の１群カム２６とが接続されて、カム軌跡が連続する。また、これと同時に、第１
のカム環３の第１の２群カム２７と第２のカム環４の第２の２群カム２８との接続は解除
されて、カム軌跡が不連続となる。
【００３４】
　ここで、まず、一群ホルダ１の動作について説明する。
【００３５】
　図１に戻って、１群ホルダ１は１群キー１５が直進筒１２の１群直進溝１６に係合し、
直進筒１２の直進キー２３は前述のように固定筒２０の直進溝２４に係合しているので、
１群ホルダ１はレンズ鏡筒の軸方向のみに移動可能に支持されていることになる。この状
態で、第１のカム環３と第２のカム環４とが直進筒１２に対して相対回転するので、１群
カムフォロワー１７は第１の１群カム２５および第２の１群カム２６に沿って変位するこ
とができる。
【００３６】
　図３は、第２のカム環４の伸縮カム１３と直進筒１２の伸縮カムフォロワー１４との作
用および圧縮コイルばね８の作用により、第２のカム環４が第１のカム環３に対して軸方
向に離間移動した状態を示す断面図である。
【００３７】
　図３に示すように、第２のカム環４が第１のカム環３に対して軸方向に離間移動した状
態では、第１のカム環３の第１の１群カム２５と第２のカム環４の第２の１群カム２６と
の接続が解除されて、カム軌跡が不連続となる。また、これと同時に、第１のカム環３の
第１の２群カム２７と第２のカム環４の第２の２群カム２８とが接続されて、カム軌跡が
連続する。
【００３８】
　ここで、２群ホルダ２の動作について説明する。
【００３９】
　図１に戻って、２群ホルダ２は２群フォロワー１８の円柱部が直進筒１２の２群直進溝
１９に係合し、また、直進筒１２の直進キー２３は前述のように固定筒２０の直進溝２４
に係合している。従って、２群ホルダ２はレンズ鏡筒の軸方向のみに移動可能に支持され
ていることになる。この状態で、第１のカム環３と第２のカム環４とが直進筒１２に対し
相対回転するので、２群カムフォロワー１８は第１の２群カム２７および第２の２群カム
２８に沿って変位することができる。
【００４０】



(7) JP 4748679 B2 2011.8.17

10

20

30

40

50

　次に、１群カムおよび２群カムにおいて、接続される状態と、接続が解除される状態と
の遷移について説明する。図４は図２の展開図、図５は図３の展開図である。
【００４１】
　まず、レンズ鏡筒が撮影に供しない沈胴状態にある場合を説明する。
【００４２】
　図４に示すように、１群カムフォロワー１７が第１の１群カム２５のカム軌跡上の１群
沈胴ポイント２９に在るときに、１群ホルダ１が沈胴位置に配置される。また、図４に示
すように、２群カムフォロワー１８が第１の２群カム２７のカム軌跡上の２群沈胴ポイン
ト３０に在るときに、２群ホルダ２が沈胴位置に配置される。なお、２群沈胴ポイント３
０に２群カムフォロワー１８がカム係合する位相は、１群沈胴ポイント２９に１群カムフ
ォロワー１７がカム係合する位相と等しくなるように配置される。
【００４３】
　ここで、第１のカム環３と第２のカム環４との間には圧縮コイルばね８が介装されてい
るので、該圧縮コイルばね８の付勢力によって第１のカム環３は直進筒１２のフランジ３
１へ常に当接することになる。このフランジ３１と伸縮カムフォロワー１４とによって決
まる間隔は一定であるので、第１のカム環３に対して伸縮カムフォロワー１４は常にレン
ズ鏡筒の軸方向の一定の位置に配置される。
【００４４】
　そして、伸縮カムフォロワー１４が伸縮カム１３のカム軌跡上の伸縮カムポイント３２
にあるときに、該ポイント３２と第１のカム環３の第２のカム環４から離間する側の端面
との間隔が、フランジ３１と伸縮カムフォロワー１４とによって決まる間隔に一致する。
これにより、第１のカム環３と第２のカム環４とが当接状態となる。
【００４５】
　図４から明らかなように、第１のカム環３と第２のカム環４とが当接した状態では、第
１の１群カム２５と第２の１群カム２６とは接続されて、カム軌跡が連続し、第１の２群
カム２７と第２の２群カム２８との接続は解除されて、カム軌跡が不連続となる。なお、
伸縮カム１３の伸縮カムポイント３２に伸縮カムフォロワー１４がカム係合する位相は、
第１の１群カム２５の１群沈胴ポイント２９に１群カムフォロワー１７がカム係合する位
相と等しくなるように配置される。
【００４６】
　次に、レンズ鏡筒の撮影時の一形態であるワイド状態について説明する。
【００４７】
　図４に示すように、１群カムフォロワー１７が第２の１群カム２６のカム軌跡上の１群
ワイドポイント３３に在るときに、１群ホルダ１がワイド撮影位置に配置される。また、
２群カムフォロワー１８が第１の２群カム２７のカム軌跡上の２群ワイドポイント３４に
在るときに、２群ホルダ２がワイド撮影位置に配置される。
【００４８】
　そして、伸縮カムフォロワー１４が伸縮カム１３のカム軌跡上の伸縮カムポイント３５
にあるときに、該ポイント３２と第１のカム環３の第２のカム環４から離間する側の端面
との間隔が、フランジ３１と伸縮カムフォロワー１４とによって決まる間隔に一致する。
これにより、第１のカム環３と第２のカム環４とが当接状態となる。
【００４９】
　また、伸縮カムポイント３２と伸縮カムポイント３５は、レンズ鏡筒の軸方向の位置が
同じで、且つポイント間のカム軌跡も平らであるので、第１のカム環３と第２のカム環４
は当接した状態のままとなる。従って、レンズ鏡筒が沈胴状態からワイド状態へ遷移する
間、常に第１の１群カム２５と第２の１群カム２６とは接続されて、カム軌跡が連続とな
る。これにより、１群カムフォロワー１７は、１群沈胴ポイント２９から１群ワイドポイ
ント３３へ円滑に相対移動することができる。
【００５０】
　次に、レンズ鏡筒の撮影時の一形態であるテレ状態について説明する。
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【００５１】
　図４に示すように、１群カムフォロワー１７が第２の１群カム２６のカム軌跡上の１群
テレポイント３６に在るときに、１群ホルダ１がテレ撮影位置に配置される。また、２群
カムフォロワー１８が第２の２群カム２８のカム軌跡上の２群テレポイント３７に在ると
きに、２群ホルダ２がテレ撮影位置に配置される。
【００５２】
　ここで、伸縮カムフォロワー１４が伸縮カム１３のカム軌跡上の伸縮カムポイント３８
にあるときには、伸縮カムポイント３８は、伸縮カムポイント３５に対してレンズ鏡筒の
軸方向への位置が異なる。一方、直進筒１２のフランジ３１と伸縮カムフォロワー１４と
の間隔は一定で、フランジ３１と第１のカム環３とは圧縮コイルばね８の付勢力により、
常に当接する。従って、第２のカム環４は伸縮カム１３のカム軌跡に応じてレンズ鏡筒の
軸方向へ変位して、図５に示すように、第１のカム環３と第２のカム環４とが離間状態と
なる。
【００５３】
　図５から明らかなように、第１のカム環３と第２のカム環４とが離間した状態では、第
１の１群カム２５と第２の１群カム２６との接続が解除されて、カム軌跡が不連続となり
、第１の２群カム２７と第２の２群カム２８とは接続されて、カム軌跡が連続する。
【００５４】
　ワイド状態においては、１群カムフォロワー１７は既に第２のカム環４の第２の１群カ
ム２６上にあるので、ワイド状態からテレ状態への遷移において、カムが不連続となるこ
とはない。一方、２群カムフォロワー１８は、ワイド状態では第１のカム環３の第１の２
群カム２７上にある。ここで、２群カムフォロワー１８が２群カムの不連続ポイントに達
する前に、第１のカム環３と第２のカム環４とが離間状態となるように、伸縮カム１３の
軌跡が形成されている。これにより、２群カムフォロワー１８は２群ワイドポイント３４
から２群テレポイント３７へ円滑に相対移動することができる。
【００５５】
　以上説明したように、この実施の形態では、第１のカム環３に第２のカム環４が接近移
動したときに、第１のカム環３のカム２５と第２のカム環４のカム２６とが接続されると
同時に、第１のカム環３のカム２７と第２のカム環４のカム２８との接続が解除される。
【００５６】
　また、第２のカム環４が第１のカム環３に対して離間移動したときに、第１のカム環３
のカム２５と第２のカム環４のカム２６との接続が解除されると同時に、第１のカム環３
のカム２７と第２のカム環４のカム２８とが接続される。
【００５７】
　このため、通常の一部品からなるカム筒に比べて、変位量の大きいカム（沈胴状態から
撮影状態へ遷移するためのカムおよび撮影時の変倍カム）をカム筒に形成することができ
、これにより、沈胴長の短いコンパクトなレンズ鏡筒を実現することができる。
【００５８】
　また、第２のカム環４に設けた伸縮カム１３と直進筒１２に設けた伸縮カムフォロワー
１４との作用により、第１のカム環３と第２のカム環４とを接近離間移動させているので
、部品を増やすことなく、カム環の伸縮機構を構成することができる。
【００５９】
　更に、第１のカム環３と第２のカム環４との内外径寸法を同一としているので、径方向
の寸法が拡大することなく、カム環の伸縮機構を構成することができる。
【００６０】
　なお、本発明は上記実施の形態に例示したものに限定されるものではなく、本発明の要
旨を逸脱しない範囲において適宜変更可能である。
【００６１】
　例えば、上記実施の形態では、第１のカム環３と第２のカム環４とが、沈胴状態からワ
イド状態へ遷移する間は相対変位せず、ワイド状態からテレ状態への遷移中に相対変位す



(9) JP 4748679 B2 2011.8.17

10

20

30

40

50

る場合を例示したが、必ずしもこれに限定されない。例えば、１群カムフォロワー１７が
１群カム２５と１群カム２６との境界を通過する時に、１群のカム軌跡が連続する位置に
伸縮カムフォロワー１４が配置されるような伸縮カム軌跡を伸縮カム１３が有していれば
よい。また、２群カムフォロワー１８が２群カム２７と２群カム２８との境界を通過する
時に、２群のカム軌跡が連続する位置に伸縮カムフォロワー１４が配置されるような伸縮
カム軌跡を伸縮カム１３が有していればよい。
【００６２】
　また、上記実施の形態では、圧縮コイルばね８の付勢力によって第１のカム環３を直進
筒１２のフランジ３１に当接させて、第１のカム環３と直進筒１２とを軸方向に一体的に
変位させる場合を例示したが、必ずしもこれに限定されない。例えば、バヨネット係合に
よって、第１のカム環３と直進筒１２とを軸方向に一体的に変位させるようにしてもよい
。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の実施の形態の一例であるレンズ鏡筒を説明するための分解斜視図である
。
【図２】第１のカム環と第２のカム環とが軸方向に接近移動して互いに当接した状態を示
す断面図である。
【図３】第１のカム環と第２のカム環とが軸方向に離間移動した状態を示す断面図である
。
【図４】図２の展開図である。
【図５】図３の展開図である。
【符号の説明】
【００６４】
１　　　１群ホルダ
２　　　２群ホルダ
３　　　第１のカム環（第１の筒部材）
４　　　第２のカム環（第２の筒部材）
５　　　ガイド凹部
６　　　ガイド凸部
７　　　有底孔
８　　　圧縮コイルばね（付勢手段）
９　　　カムフォロワー
１０　　駆動ピン
１１　　カバー
１２　　直進筒（第３の筒部材）
１３　　伸縮カム
１４　　伸縮カムフォロワー（係合部）
１５　　１群キー
１６　　１群直進溝
１７　　１群フォロワー
１８　　２群フォロワー
１９　　２群直進溝
２０　　固定筒
２１　　固定筒カム
２２　　駆動カムピン
２３　　直進キー
２４　　直進溝
２５　　第１の１群カム（第１のカム部）
２６　　第２の１群カム（第２のカム部）
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２７　　第１の２群カム（第１のカム部）
２８　　第２の２群カム（第２のカム部）
２９　　１群沈胴ポイント
３０　　２群沈胴ポイント
３１　　フランジ（掛止部）
３２　　伸縮カムポイント
３３　　１群ワイドポイント
３４　　２群ワイドポイント
３５　　伸縮カムポイント
３６　　１群テレポイント
３７　　２群テレポイント
３８　　伸縮カムポイント

【図１】 【図２】
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【図５】
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